
新視点で

考える

φ

少
子
高
齢
化
と
社
会
保
障
φ

の
課
題

社
会
保
障
と
の
関
係
で
少
子
高
齢
化
の
何

が
課
題
か
。
こ
の
言
葉
が
負
担
側
の
問
題
を

隠
す
こ
と
で
あ
る
。
少
子
は
十
四
歳
以
下
の

年
少
人
口
減
、
高
齢
化
は
六
五
歳
以
上
の
老

年
人
口
増
を
示
す
が
、
日
本
の
社
会
保
障
の

前
提
を
崩
す
十
五
歳
i
六
四
歳
の
生
産
年
齢

人
口
減
を
明
示
す
る
言
葉
で
は
な
い
。

社
会
保
障
の
核
を
な
す
年
金
は
、
生
産
年

齢
人
口
を
構
成
す
る
従
業
員
と
斑
用
者
が
折

半
で
納
め
、
そ
れ
を
老
年
人
口
が
使
用
す
る

賦
課
方
式
。
同
様
に
健
康
保
険
も
労
使
が
同

額
納
め
る
保
険
金
で
辿
営
さ
れ
る
。
納
付
者

が
滅
り
、
受
給
者
が
増
え
れ
ば
、
納
付
加
加
を

増
や
す
か
受
給
額
を
減
ら
す
し
か
な
い
。
世

代
間
絡
差
と
な
る
課
題
だ
が
、
少
子
高
齢
化

で
は
納
付
者
の
減
少
と
特
性
が
隠
さ
れ
る
。

馬
居
政
幸

特
性
と
は
何
か
。
世
代
内
裕
差
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
制
度
設
計
の
モ
デ
ル
家
族
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
、
専
業
主
婦
の
姿
、
二
人

の
子
ど
も
。
モ
デ
ル
外
で
あ
る
未
婚
、
共
働

き
、
子
が
い
な
い
家
族
、
自
営
業
が
不
利
に

な
る
。
そ
の
カ
ラ
ク
リ
を
示
そ
う
。

年
金
は
①
共
済
、
②
厚
生
、

③
国
民
の
三

税
、
健
康
保
険
も
l
共
済
、

H
U
社
会
、
－
m
国

民
に
分
か
れ
、

①
と
i
は
公
務
貝
、

②
と
u
H

は
会
社
員
、

③
と
u

川
は
自
営
業
者
が
担
い
手

で
あ
る
。
問
題
は
格
差
が
あ
る
こ
と
。
そ
の

代
表
が
納
付
額
。

m②
は
労
使
折
半
だ
が
自

営
の
①
は
両
者
を
兼
ね
る
と
し
て
二
倍
要
求

さ
れ
る
。
さ
ら
に
の
②
に
は
独
自
の
年
金
が

加
算
さ
れ
、
配
制
者
は
年
収
が

二
ニ

O
万
円

未
満
な
ら
納
付
金
は
必
要
な
い
。
だ
が
こ
の

制
度
も
③
に
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、

③
は
満
額
で
も
月
6
万
円
台
。
高
齢
単
独
世

帯
に
な
れ
ば
生
活
保
護
費
の
対
象
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
社
会
保
障
は
家
族
形

態
と
就
く
職
で
格
差
が
生
じ
る
制
度
。
だ
が

少
子
高
齢
化
は
モ
デ
ル
家
族
を
少
数
派
に
、

単
独
世
帯
を
最
大
家
族
に
拡
大
す
る。

さ
ら

に
就
業
者
の
七
割
が
三
次
産
業
に
属
し
、
卸

売

・
販
売
が
製
造
業
を
超
え
、
医
療
・
楠
祉

と
宿
泊
・
飲
食
が
そ
れ
に
続
く
社
会
に
変
化

す
る
。
い
ず
れ
も
非
正
規
・
短
期
の
訓
合
が

高
い
職
で
あ
る。

そ
の
結
果
、

②
で
あ
る
べ

き
被
扇
用
者
が
③
…
川
を
選
択
さ
せ
ら
れ
る
。

二
O
一
O
年
公
的
年
金
加
入
等
状
況
調
査

で
は
、

二
O
歳
i
三
九
歳
の
間
民
年
金
加
入

率
は
二
四
%。

非
正
規

・
低
収
入
の
若
者
の

国
民
年
金
で
正
規

・
高
収
入
だ

っ
た
高
齢
者

の
配
偶
者
の
年
金
が
賄
わ
れ
、
自
ら
の
老
い

と
と
も
に
問
人
に

一
人
が
生
活
保
護
予
備
軍

に
、
と
読
め
る
数
値
で
あ
る
。
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φ

社
会
科
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
↓
改
訂
に
向
け
て
の
論
点
は
ど
こ
か

棚
橋
健
治
・
田
中
伸
・
金
弦
辰
・
：
7
／
箔
岡
武
志
・
市
川

工
藤
文
三
・
田
上
哲
・
田
山
修
一
二
：
・
9

新
・
外
池

智
－
－
－
8

J
」
の
問
題
φ

新
視
点
で
ど
う
と
ら
え
直
す
か

近
亮
代
重
視
・
：
：
原
田
智
仁
・
：
即
効
率
と
公
正
・
：
：
橋
本
康
弘
：
出
費
用
対
効
果
・
：
：
岡
崎
誠
司
・
：
刊

公
共
貴
誌
の
醸
成
：

筆

明
秀
：
出
国
境
と
領
土
問
題
：
南
浦
涼
介
：
－
U
防
災
・

・：
j

i
－－

山
崎
憲
治
：
－

n

伝
統
文
化
重
視
：
：
中
村
哲
：・制

情
報
化
社
会
：
・
：
小
原
友
行
：
・
印

公
民
的
資
質
：
・
栗
原
久
・
：
日
エ
ネ
ル
ギ
ー
－
雲

山
直
ば
い
い
内

l
B
E
l
l
i－
－

－

－

d
引
則
引

1
川
町
引
刈
剣
寄
－
2

ナ一

中
本
和
彦
市
金
融

・

経

済

注

品

川

地
磁
的
規
模
・
：
：
荒
井
正
剛
：
市
平
和
外
交
と
園
際
紛
争
駕
原
進
・
：
行
宗
教
E
i
－
－
：
：
：
：
吉
永
溝
：
・
8

1

ニ
t
lサ
レ
化
・
岩
本

剛

：刊

諜
高
葉
・
環
阻
回
永
田
成
文
・
市
有
権
者
数
育
・
渡
部
滝
川
J

：
U

E
r引
け
佐
長
健
司
・：
花
少
子
号
室
藻
阻
害
警
・
刊
社
会
参
画

・

王
子
目
：
広

引
か
会
科
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

1
新
視
点
で
考
え
る

φ

欲
し
い
単
元
・
い
ら
忽
い
単
元
φ

小
学
校
3
年
・
：
小
愈
勝
登
・
燃
藤
幸
之
介
・
：
例
中
学
地
理
：
：
：
：
：
清
水
学
・
田
部
俊
充
・
：
mu

小
学
校
4
年
；
・
松
本
卓
也
・
栗
田
千
恵
子
：
・問
中
学
歴
史
j

i
－
－
：
須
賀
忠
芳

・内
巌
圭
太
・
：
別

小
学
校
5
年
：
：
大
西
慎
也
・
畏
谷
川
裕
晃
・：
m
中
学
公
民
j

i
－－
：
石
本
貞
衡
・
粟
谷
好
子
・
：間山

小
学
校
6
年
：
：
田
中
卓
也
・
井
川
和
道
：
：
：
叩

l
l
l
i

－
一

＝

－
Z

u

－
－
山
・
喜
一
－
一
一一

’

’

間
関
践
に
入
現
！
有
田
和
正

φ

不
滅
の
名
一
一
一
一
回
φ

集

隔

一

河

田

孝

文

制

佐

々

木

昭

弘

制

新

保

元

康

悦

鈴

木

健

二
－
m

目

安

野

功

・

：

制

峯

明
秀
：
筋
向
山
行
雄
・
：
前

二
一
・
今
月
の
教
材
1
楽
し
い
銀
業
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

平
：
・
服
部
太
m

M

4
年
：
・
根
本
徽
協

S
年
・
：
柳
沼
孝
一
叩

6
隼
・
：
・
宮
崎
貴
寛

川

市
俳
地
理
：
・
北
尾
悟
州
中
学
歴
史
善
財
利
治
州
山
中
学
公
民
・
森
口
洋
一
川

一・…

・
世
界
＆
日
本
の
子
ど
も
｜
社
会
を
ど
の
よ
う
に
留
臨
し
、
感
じ
、
考
え
て
い
る
か
：
：
：
棚
橋
健
治
：
巾

座
・
入
口
は
「
建
前
」
出
口
は
「
本
質
」
の
授
業
前
：
：
：
：
：
・
j
i
－－：－
j

i
－－：：
：
片
上
宗
二
：
巾

講
・
と
の
単
元
の
構
造
図
ー
と
う
怠
る
－

j
i－－：：：
j
i－－
：
：
・
：
－

j
i－－
－－－
北
俊
夫
：
・川

議
・
社
会
科
主
任
の
仕
事
術

1
ポ
イ
ン
ト
は

J
」
と
φ

機
山
1
1龍
野
一
一
一
制

連
・
中
学
社
会
定
期
テ
ス
ト
作
聞
の
鉄
則
と
実
明
：

・

6社
会

科

実

践

研

究

の

こ

と

に

ハ

イ

ラ

イ

ト

古

学

校

）

薄

井

Mm・－

M

－一一…

・
社
会
科
実
践
研
究
の
と
こ
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
（
中
停
校
）
・
：
：
－
J

J
・
－
：
：
：
：
中
尾
敏
朗

－一一
・
社
義
研
究
愚
前
線
・
わ
が
教
室
の
取
り
締

a
こ

こ

に

注

目

し

て

震

震

－
m

当
相
討
用
と
と
に
「
ζ
の
授
業
あ
り
」
圃
広
島
県
の
巻
：
：
－

j
i－
－
：
：
：
小
原
友
行
：
僧
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